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4HC⾊ ターコイズ
⽇⾜⾊ フォレストグリーン
週⾜⾊ マルーン



EUR/USD WEEKLY 2021-2023 概ね週⾜では、25本から35本前後と考えられている。

⽉⾜ 11本⽬
週⾜ 第2サイクル 20本⽬／19

35本 20本⽬

週⾜で⼤陰線を描いてきた。
週⾜後半となり、⼀旦は閉じる可能性が⾼い。
7⽉最終週は政策⾦利の影響で動きが激しかった。

45本 25本

特にECBでは⼤きくドル⾼となり、
FOMCは5.5%、ECBは4.25%となり
EUR離れが加速したものと考えられ、
また、今後の⾦利上昇をほのめかす FOMCと⾦利上昇
は今回が最後と明⽰しているECBとの違いが如実に出た
のではないか︖



EUR/USD DAILY 202304-202307 概ね⽇⾜では、35本から45本前後と考えられている。

⽉⾜ 11本⽬
週⾜ 第2サイクル 20本⽬／19
HPC 第2サイクル 43本⽬／35

43本⽬49本

7⽉最終週は、⽊曜⽇の下降が⼤きかった。
⾦曜⽇は利確の影響で陽線となった可能性が
⾼い。

56本



EUR/USD 4H 202306-202307 概ね4時間⾜では、60本から80本前後と考えられている。

20本⽬

⽉⾜ 11本⽬
週⾜ 第2サイクル 20本⽬／19
HPC 第2サイクル 43本⽬／35
4HC 第4サイクル 20本⽬／12LT

90本

4HC第4はLT（レフトトランスレーション）の起点
割れとなる。
4時間⾜MBが⽇⾜MBへのDXとなり、
サポートラインとして考えられる。

82本

4HCでは次のサイクルへ
移⾏したと考えられる。
4HC第4のトップは
現在の戻り⾼値となる1.114となる。



EUR/USD 15M 202307 概ね4時間⾜では、60本から80本前後と考えられている。

直近⾼値となる1.104を超えてくると⽬線が変更となる可能性が⾼い。
1時間⾜MBを割り込んで下降するのでは︖と⾒ている。

15分⾜では収束期を迎えレンジの状態となる。
⽇⾜MBは↑、4時間⾜MBは↓、1時間⾜MBは↑、15分⾜MBは↓
となる。
バラバラな状態なのでしばらくは待ちが必要な展開となる。



EUR/USD VOLATILITY



DISCUSSION 20230730現在

• デイトレで考えると4時間⾜MBは下、1時間⾜MBが上となるので⾒送り妥
当となる。
• ⽇⾜サイクルでは後半となるので下⽬線が濃厚となる。
• 4時間⾜MBがサポートラインとなると下への勢いが強くなる。
• HPC第2で35本⽬トップと考えると、HPC第1が56本ということもあり、70本以上
で形成されることも視野に⼊れたい。
• 週⾜本数との兼ね合いも考慮しつつ。。。

•
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EUR/JPY WEEKLY 2021-2023 概ね週⾜では、25本から35本前後と考えられている。

30本⽬

⽉⾜ 7本⽬
週⾜ 第1サイクル 30本⽬／29
29本⽬で⾼値更新となり、ECBの政策⾦利の影響で
下ヒゲの⻑いチャートとなった。
週⾜が閉じたと考えるのは時期尚早か︖
それとも閉じているのかは、まだわからない。

30本 15本



EUR/JPY DAILY 202304-202307 概ね⽇⾜では、35本から45本前後と考えられている。

13本⽬

⽉⾜ 7本⽬
週⾜ 第1サイクル 30本⽬／29
⽇⾜ 第4サイクル 13本⽬／8LT

55本 39本

⽇⾜前半からの起点割れと考えられ
⽇⾜第4の可能性が⾼くなった。
⽊曜⽇の⼤陰線の後の⾦曜⽇の⼤陽線となり
全戻しも考えられ、上への意識が強くなるが、
⽇⾜押し安値を割り込んでいることから下⽬線が継続となる。

45本



EUR/JPY 4H 202306-202307 概ね4時間⾜では、60本から80本前後と考えられている。

⽉⾜ 7本⽬
週⾜ 第1サイクル 30本⽬／29
⽇⾜ 第4サイクル 13本⽬／8LT
4HC 第2サイクル 5本⽬／5

5本⽬96本 71本

4HC第2の5本⽬と⾒ているが、
⽇⾜が閉じた可能性も視野に⼊れたい。
4HC第1のシナリオも考えたいが、
⽇⾜MBと気になる4時間⾜ラインとなる155.6が控えている。



EUR/JPY 15M 202307

158.04と151.4をフィボで繋ぐと
現在が618のラインとなる。
上には気になる4時間⾜と⽇⾜MBが控えている。
上抜けした場合に
は⽇⾜起点を141.4と変更する必要がある。



EUR/JPY VOLATILITY



USD/JPY WEEKLY 2021-2023 概ね週⾜では、25本から35本前後と考えられている。

⽉⾜ 7本⽬
週⾜ 第1サイクル 28本⽬／24

28本⽬

7⽉最終週の週⾜はたくり⾜となった。
今後の上昇が考えられる展開となる。
週⾜が28本⽬であれば、下への動きを
期待したいが、週⾜第1となるので
⾼値更新の可能性もないとは⾔えない。

⾼値更新しない場合には137.23を
割り込む必要がある。

17本



USD/JPY DAILY 202304-202307 ⽇⾜サイクルは、35から45本が⽬安となる。

⽉⾜ 7本⽬
週⾜ 第1サイクル 28本⽬／24
⽇⾜ 第1 or 第4 11本⽬／6

11本⽬33本50本

⽇⾜第1か第4かの判別は確定せず、
28⽇⾦曜⽇の⼀気に上昇してきたチャートを⾒ると
⾼値更新するのかがカギと考えている。

52本



USD/JPY 4H 202306-202307
4HCは、60本から80本と考えられている。

5本⽬

⽉⾜ 7本⽬
週⾜ 第1サイクル 28本⽬／24
⽇⾜ 第1 or 第4 11本⽬／6
4HC 第2サイクル 5本⽬／5

105本

4HC第2の上昇で⽇⾜MBを超えてきた。
⽇⾜MBに従って下降するのか︖
それとも上昇するのか︖
現時点では上昇の勢いが強く感じる。

61本



USD/JPY 15M 202307

4時間⾜戻り⾼値となる141.31を超えていくのか︖
それとも、140.16の15分⾜押し安値を下っていくのか︖
全体的に⽶ドル⾼と⾔えるので
上抜けの可能性が⾼いと⾒ている。



USD/JPY VOLATILITY



GBP/JPY WEEKLY 2021-2023 概ね週⾜では、25本から35本前後と考えられている。

⽉⾜ 7本⽬
週⾜ 第1サイクル 30本⽬／27

30本⽬37本 24本 21本

7⽉最終週は下ヒゲの⻑いたくり⾜とも考えられるチャートとなった。
週⾜30本⽬となると、終盤になりつつあり、
下⽬線となる可能性が⾼い。

15本



GBP/JPY DAILY 202304-202307 概ね⽇⾜では、35本から45本前後と考えられている。

⽉⾜ 7本⽬
週⾜ 第1サイクル 29本⽬／27
⽇⾜ 第4サイクル 13本⽬／8LT

13本⽬59本

⽇⾜の早い段階でLT（レフトトランスレーション）となった。
今後は下⽬線が濃厚となるが、
29⽇⾦曜⽇の⼤陽線となる全戻しが気になる。
⽇⾜MBで⽌められていると考えることもできる。
また、⽇⾜1本⽬というシナリオも⽚隅には⼊れておきたい。

49本 31本



GBP/JPY 4H 202306-202307 概ね4時間⾜では、60本から80本前後と考えられている。

44本⽬

⽉⾜ 7本⽬
週⾜ 第1サイクル 29本⽬／27
⽇⾜ 第4サイクル 13本⽬／8LT
4HC 第2サイクル 5本⽬／5

現在の4HCが第1となる可能性も否定はできない。
⽇⾜MBと4時間⾜戻り⾼値を超えていくと
⽇⾜起点が7⽉28⽇となる。

87本97本



GBP/JPY 15M 202307

⽇⾜MB、4時間⾜の戻り⾼値が上に控えている。
ここを⼤きく超えるようであれば、上⽬線となり、
⽇⾜起点も変更となるかもしれない。



GBP/JPY VOLATILITY
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AUD/JPY WEEKLY 2021-2023

16本

概ね週⾜では、25本から35本前後と考えられている。

⽉⾜ 5本⽬
週⾜ 第1サイクル 19本⽬／14

19本⽬

7⽉最終週は、下ヒゲの⻑いチャートとなり、
週⾜MBで跳ね返された印象がある。

24本 33本



AUD/JPY DAILY 202304-202307 概ね⽇⾜では、35本から45本前後と考えられている。

13本⽬

⽉⾜ 5本
週⾜ 第1サイクル 19本⽬／14
⽇⾜ 第3サイクル 13本⽬／10LT

31本 49本

⽇⾜MBを⼤きく下へ抜けて雲の中となる。
⽇⾜起点が12⽇ではなく、28⽇ということも
考えられる。

31本



AUD/JPY 4H 202306-202307 概ね4時間⾜では、60本から80本前後と考えられている。

5本⽬

⽉⾜ 5本
週⾜ 第1サイクル 19本⽬／14
⽇⾜ 第3サイクル 13本⽬／10LT
4HC 第2サイクル 5本⽬／5

前4HCがRT（ライトトランスレーション）で
起点割れというイレギュラーであったので
⽇⾜1本⽬、4HC第1の5本⽬ということを
視野に⼊れたい。
4時間⾜MBと⽇⾜MBを超えることができるのか︖
に注⽬している。

85本 96本 71本



AUD/JPY 15M 202307

⽇⾜MB、4時間⾜MBは↓
1時間⾜MBは↑、15分⾜MBは→
93.47を下回れば下⽬線
4時間⾜MBを上回れば上⽬線と⾒ている。



AUD/JPY VOLATILITY



NZD/JPY WEEKLY 2021-2023 概ね週⾜では、25本から35本前後と考えられている。

2週続けてのたくり⾜と考えられる展開となる。
19本で閉じる可能性はないとは⾔えないが、
継続で考えたい状況となる。

19本⽬

⽉⾜ 5本⽬
週⾜ 第1サイクル 19本⽬／16

45本 26本



NZD/JPY DAILY 202304-202307
概ね⽇⾜では、35本から45本前後と考えられている。

13本⽬

⽉⾜ 5本⽬
週⾜ 第1サイクル 19本⽬／16
⽇⾜ 第3サイクル 13本⽬／3 
or
⽇⾜ 第3サイクル 1本⽬／1

59本

7⽉12⽇を⽇⾜起点として考えていたが、
28⽇起点とも考えられる展開となる。
双⽅から確認が必要となる。

50本 30本



NZD/JPY 4H 202306-202307 概ね4時間⾜では、60本から80本前後と考えられている。

⽉⾜ 5本⽬
週⾜ 第1サイクル 19本⽬／16
⽇⾜ 第3サイクル 13本⽬／3
4HC 第2サイクル 5本⽬／5 
or
⽇⾜ 第3サイクル 1本⽬／1
4HC 第1サイクル 5本⽬／5

5本⽬83本 96本

4HC第1からのLT（レフトトランスレーション）も考えられるが、
別のシナリオを準備する必要がありそう。
どちらにしても下⽬線となる。
週⾜を閉じたと考えるのは時期尚早と⾒ている。

71本



NZD/JPY 15M 202307

4時間⾜MBは↓、1時間⾜MBは↑となる。
気になるラインとしては、87.0辺りとなる。
ここを超えてくるようであれば、
まだまだ上⽬線が考えられる展開となる。
仮に下降してきた場合には
⽇⾜起点が7⽉12⽇で4HC第1からの
LT（レフトトランスレーション）ということが考えられる。



NZD/JPY VOLATILITY



CHF/JPY DAILY 202304-202307 概ね⽇⾜では、35本から45本前後と考えられている。

13本⽬

⽉⾜ 7本⽬
週⾜ 第1サイクル 29本⽬／28
⽇⾜ 第4 or 第1 13本⽬／8

45本

ECBの影響で下降、BOJの影響で上昇という⽇⾜となっ
た。全戻しとは⾔わないまでも⼤きな⽇⾜の⼤陽線となる
ので注意したい。

39本



CHF/JPY 4H 202306-202307 概ね4時間⾜では、60本から80本前後と考えられている。

5本⽬

⽉⾜ 7本⽬
週⾜ 第1サイクル 29本⽬／28
⽇⾜ 第4 or 第1 13本⽬／8
4HC 第2サイクル 5本⽬／5

71本

今後はどこまで上昇するのかがカギとなりそう。
⽇⾜第1であれば、⾼値更新の可能性が、
⽇⾜第4であれば、4HC第2からの
LT（レフトトランスレーション）が考えられると⾒ている。

96本



CHF/JPY VOLATILITY



CAD/JPY DAILY 202304-202307 概ね⽇⾜では、35本から45本前後と考えられている。

9本⽬

⽉⾜ 5本⽬
週⾜ 第1サイクル 19本⽬／15
⽇⾜ 第3サイクル 9本⽬／4

104.23を起点と考えると
起点割れとなる展開である。
4HC第1からのLT（レフトトランスレーション）か︖
それとも⽇⾜起点が104.21か︖

35本49本



CAD/JPY 4H 202306-202307 概ね4時間⾜では、60本から80本前後と考えられている。

5本⽬

他通貨の影響で
104.21で4HCが閉じたと考えられる。
⽇⾜MBで⽌められているので
下⽬線が濃厚となる。

⽉⾜ 5本⽬
週⾜ 第1サイクル 19本⽬／15
⽇⾜ 第3サイクル 9本⽬／4
4HC 第2サイクル 5本⽬／5

106本 46本



CAD/JPY VOLATILITY



ご質問はなんなりとお尋ねください。
できる限りでお答えいたします。

共に学びたい⽅は、ご連絡くださいませ。
【い・ろ・は・組（１６８）_2】
https://www.gogojungle.co.jp/tools/rooms/33239

お問い合わせは下記まで。

bibouroku@fukuyama-syo.com

LICENSED BY NO BETRAY

https://www.gogojungle.co.jp/tools/rooms/33239
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